
           

１３
の
協
議
事
項 

６
月
議
会
に
先
立
ち
、
市
議
会
全

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
１３
議
案
の

協
議
事
項
に
対
し
て
理
事
者
報
告

と
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
事
項 

・
駒
ケ
根
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況 

・
駒
ケ
根
市
土
地
開
発
公
社
の
〟 

・
エ
コ
ー
シ
テ
ィ
ー
駒
ヶ
岳
の
〟 

・
駒
ケ
根
市
給
食
財
団
の 

 

〟 

・
駒
ケ
根
市
文
化
財
団
の 

 

〟 

・
駒
ケ
根
観
光
開
発
（
株
） 

〟 

・
駒
ケ
根
高
原
温
泉
開
発
（
株
）
〟 

・
駒
ケ
根
市
消
防
団
機
関
等 

再
配
置
計
画
（
案
） 

・
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
方
針 

・
市
民
満
足
度
調
査
結
果
に
つ
い
て 

・
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て 

・
経
塚
保
育
園
用
地
取
得
に
つ
い
て 

・
上
伊
那
消
防
広
域
化
協
議
会
に 

 
 

つ
い
て
。 

 
 

 

          

 

消
防
団
の
機
関
再
配
置 

駒
ケ
根
市
消
防
団
の
条
例
に
定

め
る
定
数
は
、
６
０
０
名 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の
増
加
（
９

３
％
）
、
平
均
年
齢
の
上
昇
（
３０
歳
）

な
ど
年
々
団
員
数
の
確
保
が
難
し

い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
機
関
再
編

の
検
討
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
て
、

各
分
団
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
示

し
方
向
性
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 入
団
に
向
け
た
積
極
的 

な
取
り
組
み
が
必
要 

女
性
団
員
の
更
な
る
介
入
を
含

め
、
全
市
的
な
消
防
団
の
応
援
体
制

が
不
可
欠
な
時
代
に
入
り
ま
し
た
。 

市
は
現
在
の
６
０
０
名
体
制
を

堅
持
し
分
団
毎
の
見
直
し
を
３
年

毎
に
行
う
と
し
な
が
ら
も
こ
の
体

制
を
堅
持
し
て
い
く
に
は
大
変
で

す
。
地
区
・
事
業
所
へ
の
更
な
る
協

力
と
、
消
防
団
装
備
の
充
実
に
よ
る

機
能
強
化
、
広
報
・
介
入
活
動
と
と

も
に
、
特
定
の
活
動
・
役
割
の
み
を

担
う
団
員
制
度
の
導
入
も
検
討
さ

れ
る
様
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

経
塚
保
育
園 

用
地
の
取
得 

市
内
の
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
は

老
朽
化
施
設
が
多
く
、
そ
の
中
で
経

塚
保
育
園
は
園
舎
の
老
朽
化
が
最

も
著
し
く
、
園
児
や
職
員
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
早
急
な
改
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
市
側
か
ら
は
、

こ
の
程
、
改
築
に
と
も
な
う
用
地
取

得
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
用
地
取
得
の
概
要 

・
住
所
：
駒
ケ
根
市
経
塚1

5
7
1

2
~

5
 

・
所
有
者
：
ヤ
マ
ツ
ル
（
株
） 

 
 
 
 
 

現
在
更
地 

・
実
測
面
積
：
約
１
７
７
７
坪 

・
取
得
予
定
価
格
：
７
５
０
０
万
円 

 
 
 

街
づ
く
り
交
付
金
事
業 

・
取
得
方
法
：
駒
ケ
根
市
土
地
開
発 

公
社
に
よ
る
代
行
取
得 

・
整
備
計
画
： 

定
員
１
２
０
名
（
現
在
と
同
じ
） 

〈
園
舎
〉・
未
満
児
室
・
保
育
６
室 

遊
戯
室
・
一
時
預
り
室
・
調
理
室 

 

そ
の
他
（
ト
イ
レ
・
相
談
室
な
ど
） 

〈
プ
ー
ル
〉
、〈
庭
園
〉
、〈
駐
車
場
〉 

◆
子
育
て
拠
点
施
設
と
し
て 

市
内
点
在
の
子
育
て
交
流
支
援

室
を
経
塚
に
併
設
し
、
保
育
園
と
連

携
を
保
ち
な
が
ら
子
育
て
支
援
の

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
図
る 

・
子
育
て
支
援
室
・
き
っ
ず
ら
ん 

 

ど
・
病
後
児
保
育 

◆
現
在
の
経
塚
保
育
園
跡
地
利
用 

次
の
跡
地
利
用
が
考
え
ら
れ
る 

・
公
共
施
設
用
地
（
防
犯
広
場
な
ど
） 

・
民
間
へ
売
却 

（
宅
地
分
譲
な
ど
） 

・
都
市
計
画
道
路
代
替
地 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

制
度
（支
援
事
業
）実
施 

駒
ケ
根
市
は
昨
年
７
月
に
も
実

施
し
た
景
気
の
刺
激
策
と
し
て
、
再

度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
緊
急
支
援

事
業
を
実
施
し
た
い
と
し
て
市
議

会
定
例
会
に
上
程
す
る
計
画
で
す
。 

公
表
で
の
制
度
内
容
は 

◇
規
模
：
２
０
０
０
万
円 

 
 

（
一
般
会
計
補
正
予
算
） 

・
３
０
万
円
以
上
の
工
事
に
、
一
律

１
０
万
円
を
補
助
（
昨
年
同
様
） 

◇
対
象
工
事 

・
市
内
個
人
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修 

・
耐
震
補
強 

・
下
水
道
接
続 

◇
制
約
： 

・
昨
年
度
の
補
助
金
交
付
者
は
対
象 

と
な
ら
な
い 

・
工
事
業
者
は
市
内
に
事
業
所
が
あ 

る
個
人
事
業
主
、・
市
内
に
本
店 

な
ど
が
あ
る
法
人 

◇
時
期
：
８
月
１
日
～
来
年
３
月
末 

以
前
か
ら
制
度
の
実
現

再
開
に
向
け
て
奮
闘 

共
産
党
は
こ
の
間
、
一
貫
し
て
制

度
の
実
現
に
向
け
て
、
昨
年
３
月
議

会
の
坂
本
裕
彦
議
員
の
制
度
実
現

質
問
や
、
９
月
議
会
で
は
竹
村
ほ
ま

れ
議
員
が
制
度
の
再
開
と
予
算
化

の
実
施
を
迫
る
質
問
を
繰
り
返
し

て
来
ま
し
た
。
こ
の
度
再
開
さ
れ
る

目
処
で
す
が
、
景
気
を
継
続
し
使
い

安
く
す
る
に
は
、
単
発
や
対
象
工
事

の
制
約
が
多
く
て
は
ダ
メ
で
す
。
継

続
に
向
け
て
今
後
も
努
力
し
ま
す
。 

分団 区域 人員 現状 課題 方向性 

第１ 南割・中割・北割１・２区 127 名 新興住宅増加で人口増加 人口増加地域機関配置を検討・1-3 号の

移転配置、老朽化分団ｾﾝﾀｰの改築など 

第２ 小町屋・福岡・市場割・ 

吉瀬 

124 名 住宅増加が著しい地域の

機関配置、分団部の再編成 

団員数の増加を図る。分団ｾﾝﾀｰの増築、

2-2 号の移転配置など検討 

第３ 下平・町１~４区・上穂町

区 

127 名 所轄区域で居住人口減少

団員確保の困難 

3-2 号ﾎﾟﾝﾌﾟ車・3-4 号積載車配置換え、

将来 5 機関配置へ。学区で部編成見直し 

第４ 中沢区全域（吉瀬除く） 130 名 中山間地広範地区・将来人

口予測から団員確保困難。 

機関維持は 9→6 機関に見直し 4-6 号と

4-7 号統合。部編成 3 部制→2 部制に 

第５ 東伊那全域 83 名 将来人口予測から団員確

保が厳しい 

1 機関減（ﾎﾟﾝﾌﾟ車 1、小型 2）とし、5-3

号と 5-2 号機関統合。部再編成検討。 

市
議
会
全
員
協
議
会
に
て 

活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
る 
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